
定例記者会見 報道資料 
 

平成２３年 ８月２５日   

協働推進課   

電話：０７４２－３４－５１９３ 

 

ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良の開催について 

 

 少子高齢化や核家族化が進み、地域が抱える課題が多様化する中、もはや行政の力だけで

は、市民ニーズを解決できない状況になってきています。そのため、「新しい公共」の担い手

である市民や市民公益活動団体、事業者に新たな役割が期待されており、行政との協働によ

るまちづくりを行っていく必要があります。 

 そこで、地域や近隣の自治体が「新しい公共」の担い手であるＮＰＯを正しく理解し、協

働や連携を適切に進めるきっかけにするとともに、よりよい地域づくりを一緒に考えるため

に、この大会を開催します。 

 

１．日 程  平成２３年１１月２４日（木） 

１３：００～１７：００ 全体会 

       平成２３年１１月２５日（金） 

         ８：１５～ ９：１５ モーニングセミナー 

  ９：３０～１４：３０ 分科会（特別・第１～４分科会） 

        １５：００～１６：００ クロージングセッション 

        １６：００～      閉会式 

 

２．会 場  なら１００年会館 

奈良市保健所・教育総合センター（はぐくみセンター） 

 

３．主 催  ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良実行委員会 

 

４．内 容  別紙のとおり 

 

５．参加対象 全国の自治体、地域自治組織、ＮＰＯ団体、企業、大学等で 

ＮＰＯ活動に興味のある方…約５００人 

 

６．参加費  ・１１月２４日（木） 

         全体会…無料（全体会のみに参加される方で資料を希望される方は、 

別途、資料代 500 円が必要となります。） 

・１１月２５日（金） 

         分科会（特別・第１～４）…3,000 円（学生 1,000 円） 

 

７．申込方法 大会参加申込専用ホームページからお申し込みいただくか、参加申込書に 

必要事項をご記入のうえＦＡＸにてお申し込みください。 

        

 大会参加申込専用ホームページ：https://apollon.nta.co.jp/npo-nara/ 

        ＦＡＸ：０６－６３４２－０２３２ 

        

＜申込みに関するお問合せ＞ 

        株式会社 日本旅行ＴｉＳ奈良支店／西日本ＭＩＣＥ営業部 

        「ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良」受付デスク 
（ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良宿泊斡旋等委託業務受託者） 

         電話：０６－６３４２－０２３０ 

 

【大会に関するお問い合わせ】協働推進課 電話：０７４２－３４－５１９３ 



1 
 

 
 
■参加等申し込みについて 

・大会プログラム、お弁当、宿泊、エクスカーションのお申し込みは、大会参加申込専用ホームページをご利用

いただくか、「NPO 活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良 参加申込書」に必要事項をご記入のうえ、

ＦＡＸでお申し込みください。 
・「参加申込書」は、参加者お一人ごとにご記入のうえ、お申し込みください。 
・参加費用の一括請求等をご希望される場合は、連絡事項欄にその旨をご記入ください。 
■参加申込書の記入について（ＦＡＸ申し込みの場合） 

(1)お名前・連絡先 
・所属欄には、自治体名または法人（団体）名等をご記入ください。なお、学生の方は、学校名をご記入ください。 
・主な活動分野欄には、市民活動等の活動分野をご記入ください（分科会運営の参考とさせていただきます）。なお、

活動されていない場合は、記入の必要はありません。 
・各分科会において参加者名簿を作成し配布する予定ですので、お名前・所属の掲載について、ご了承ください。 

(2)大会プログラム参加申し込み 
・参加希望欄には、参加を希望されるプログラムに○をお付けください。 
・分科会については、希望する分科会番号を第２希望まで○をお付けください。ただし、各分科会の申し込み状況に

より、ご希望に添えない場合があります。 
・なお、分科会は 3,000 円（学生 1,000 円）、情報交換会・交流会は 4,000 円の参加費が必要になります。 

(3)宿泊申し込み 
・２頁「宿泊のご案内」をご参照のうえ、ご希望の方は、宿泊日欄に○をお付けいただき、希望ホテル申込番号欄に

ホテル申込番号をご記入ください。 
(4)お弁当申し込み 
・11 月 25 日に大会特製昼食弁当(800 円)をご用意します。ご希望の方は、申込書の欄に○をご記入ください。 

(5)エクスカーション申し込み 
・３頁「エクスカーションのご案内」をご参照のうえ、ご希望の方は、希望されるコースの記号（Ａ～Ｅ）に○を付けてく

ださい。 
(6)請求書について 
・参加費等に係る請求書については、NPO 活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良宿泊斡旋等委託業務受託

者である㈱日本旅行が発行者となりますが、支払手続きをするうえで、実行委員会発行のものが必要になる場合

は必要な項目すべてにレ点を付けてください。レ点のない項目については、㈱日本旅行の請求書を発行します。 
(7)支払方法について 
・参加費等のお支払方法について項目ごとに該当する箇所に○を付けてください。（大会専用口座への全額事前振

込が原則となります。） 
(8)連絡事項 
・請求書やその他ご希望などがありましたら、ご記入をお願いします。 
■申込先（申し込みに関するお問い合せ先） 

   ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良宿泊斡旋等委託業務受託者 
    株式会社 日本旅行 TiS 奈良支店 / 西日本 MICE 営業部 
   「ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良」受付デスク 担当（長谷川・中井） 

TEL：06-6342-0230  FAX：06-6342-0232  E‐mail：mice_gakkai@nta.co.jp  
https://apollon.nta.co.jp/npo-nara/  
（上記大会参加申込専用ホームページからも、オンラインにてお申し込み・お支払・確認が可能です） 
〒530-0001 大阪市北区梅田 1 丁目 11 番 4 号 大阪駅前第 4 ビル 5 階 
観光庁長官登録旅行業第 2 号（社）日本旅行業協会会員 ポンド保証会員 旅行業公正取引協議会会員 

   総合旅行業務取扱管理者：足立功男 
■フォーラムに関するお問い合せは・・ 

ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良実行委員会事務局（奈良市市民活動部協働推進課） 
大会ホームページ（ｈｔｔｐ：//www.city.nara.nara.jp/ ＞奈良市で暮らす＞市民参画・ボランティア・ＮＰＯ） 
TEL：0742-34-5193  FAX：0742-34-5194  E‐mail：kyoudousuishin@city.nara.lg.jp 

ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会 in 奈良 

参加等申し込みのご案内 
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■宿泊のご案内 

https://apollon.nta.co.jp/npo-nara/  
     （上記 URL からも、オンラインにてお申し込み・お支払・確認が可能です） 

ご宿泊日 2011 年 11 月 23 日（水）～26 日（土） 
 
条    件 

・ 料金は、お一人様 1 泊朝食・税金・サービス料を含みます。 
・ お申し込みの際は、必ず申込番号を明記してください。 
・ なお、部屋数に限りがございますので、ご希望に添えない場合もございます。予めご了

承願います。 
 
ホテルリスト 

申込

番号 ホテル 部屋 
タイプ 

料金

（円） 最寄り駅 100 年 
会館まで 

地図

番号 

１ ホテル日航奈良 シングル 13,020 JR 奈良駅徒歩 1 分 400 m ①  
２ ホテルフジタ奈良 シングル 13,020 JR・近鉄奈良駅徒歩 5 分 1.0 km ②  
３ 奈良ロイヤルホテル シングル 11,000  近鉄新大宮駅徒歩 10 分 1.8 km ③  
４ 奈良ワシントンホテルプラザ シングル 9,870  JR 奈良駅徒歩 5 分 800 m ④  
５ ホテルサンルート奈良 シングル 9,660  近鉄奈良駅徒歩 8 分 1.7 km ⑤  
６ ピープルズイン花小路 シングル 8,000  近鉄奈良駅徒歩 1 分 1.6 km ⑥  
７ ホテルアジール奈良アネックス シングル 8,000  近鉄新大宮駅徒歩 17 分 1.6 km ⑦  
８ ホテル葉風泰夢 シングル 8,000  近鉄新大宮駅徒歩 1 分 1.0 km ⑧  
９ スーパーホテル Lohas JR 奈良駅 シングル 7,480  JR 奈良駅徒歩 1 分 600 m ⑨  
10 コンフォートホテル奈良 シングル 7,300  JR 奈良駅徒歩 3 分 600 m ⑩  
 
 
■会場・ホテル案内図 

NPO 活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良 ホテルＭＡＰ 
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■エクスカーションのご案内（すべてのコースの日程は１１月２６日（土）です） 

大会にご参加される皆さま向けの特別企画です。是非この機会に、いにしえの奈良をご堪能下さい。なお、すべて
のコースの参加費には、国内旅行傷害保険１００円が含まれています。また、いずれのコースも雨天決行です。 
 
 
 A  伝統的町並みの奈良町さんぽ 

～古都に息吹く NPO・ソーシャルビジネス紀行～ 
 
○概要  １３００年の古都奈良の奈良町は伝統的町並みが今も生きるまちです。世界遺産の元興寺や歴史香る町家

を散策しながら古都奈良に触れるだけでなく、今回の自治体フォーラムに登場した民設民営の中間支援組
織である奈良ＮＰＯセンターと奈良町で活動するソーシャルビジネスの実践者を訪ね、フォーラムでは得る
ことが出来なかった情報などを見て聴いて、深めることができるコースです。 

○行程  奈良市総合観光案内所（JR 奈良駅旧駅舎）集合（9:30）→＜バス＞→奈良 NPO センター事務所見学→
奈良町散策→奈良町情報館見学（SB 実践者）→元興寺拝観→＜バス＞→解散（近鉄・JR 奈良駅前
15:30） 

※昼食は、奈良の地産地消の食材を用いた食処で各自おとりいただきます。（1,500 円～2,900 円程度） 
※交通費は、実費（400 円）を各自で負担していただきます。 
※解散後、お時間のある方はオプションとして奈良公園・東大寺散策ツアーへご参加いただけます。当

日にお申し出ください。交通費と拝観料は、実費（バス 200 円・拝観料 500 円）を各自で負担していた
だきます。 

○主催  NPO 活動推進自治体フォーラム全国大会 in 奈良実行委員会 
○協力  社団法人奈良まちづくりセンター・特定非営利活動法人奈良 NPO センター 
 
 
 B  歴史遺産と豊かな自然を満喫！石仏の里めぐり 
 
○概要  美しい日本の歩きたくなるみち５００選に選ばれている「当尾の石仏を訪ねる道」を散策するコース。三重塔

と紅葉が美しい「岩船寺」から、九体の阿弥陀如来像（国宝）を安置する「浄瑠璃寺」まで、点在する石仏を
めぐりながら歩きます。 

○行程  JR 奈良駅前広場集合（8:50）→＜バス＞→岩船寺→石仏めぐり（一願不動・わらい仏・カラスの壺・あたご
灯籠・藪の中三尊）→浄瑠璃寺→昼食（各自）→＜バス＞→解散（JR 奈良駅 14:15） 

※昼食は浄瑠璃寺周辺の飲食店で各自おとりいただきます。（郷土料理等 1,000 円程度） 
※交通費は、実費（バス往復 1,340 円）を各自で負担していただきます。 

○主催  NPO 活動推進自治体フォーラム全国大会 in 奈良実行委員会 
○協力  特定非営利活動法人「ふるさと案内・かも」 
 
 
 C  棚田の再生と地域（むら）おこしの現場から 

－ＮＰＯのホンネ・地域のホンネ－ 
 
○概要  第３分科会「ＮＰＯと地域との連携について」での事例発表「棚田の再生と地域（むら）おこし」の活動現場を

訪れ、地域（地元自治会）の方々を交え、手作りのそばをいただき、ざっくばらんな意見交換の場「車座トー
ク」で、ＮＰＯと地域のそれぞれのホンネを参加者の皆さんと語り合います。 

○行程  近鉄生駒駅中央改札口集合（9:30）→＜車で移動＞→西畑町（10:00）町内の棚田見学→昼食 地元産
そば・新米おにぎり（11:30）→車座トーク（西畑町自治会館 12:00）→西畑町出発（14:00）→＜車で移動＞
→解散（近鉄生駒駅 14:30） 

※昼食は、「棚田を守る会」の方々が、棚田で栽培されたそば粉で打ったそば等です（参加費に含まれて
います）。 

※参考：近鉄奈良駅から近鉄生駒駅の交通費（片道 290 円）は、各自で負担していただきます。 
○主催  ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会 in 奈良実行委員会 
○協力  西畑町棚田を守る会（西畑町自治会）・いこま棚田クラブ（ＮＰＯ） 
 
 
 D  登録有形文化財「藤岡家住宅」と柿の葉すしつくり体験   
 
○概要  一般公開されていない柿の葉すし手作り体験と工場見学を、㈱柿の葉すし本舗たなか様のご協力により体

験できます。また、江戸時代の情緒漂う五條新町をお楽しみいただけます。                                              
○行程  JR 奈良駅前広場（7:50 集合・8:00 出発）⇒柿の葉すし手作り体験と工場見学（9:30～11:30）⇒季節野辺

料理「よしの川」にて昼食（11:45～12:45）⇒藤岡家住宅見学（13:00～14:00）⇒五條新町散策（14:15～
15:15）⇒JR 奈良駅（16:30） 

○主催  株式会社 日本旅行 

奈良市総合観光案内所前

集合（JR 奈良駅旧駅舎） 
定員 

5～20 名 
参加費 
500 円 

JR 奈良駅集合 定員 
5～30 名 

参加費 
900 円 

近鉄生駒駅集合 定員 
5～15 名 

参加費 
1,100 円 

JR 奈良駅集合 定員 
30～45 名 

参加費 
9,900 円 
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 E  伝統の鹿寄せと西大寺の大茶盛り 
 
○概要  奈良公園（飛火野）で「奈良の鹿愛護会」による、ホルンの音色に誘われて鹿が集まる鹿寄せを見学します。

さらに春と秋の決まった日にしか行われない、鎌倉時代から伝わる、人の顔がすっぽりと覆われてしまう特
大の茶碗をつかった大茶盛を体験いただきます。 

○行程  JR 奈良駅前広場（8:50 集合・9:00 出発）⇒鹿寄せ［飛火野］（9:30～9:50）⇒東大寺・奈良公園（10:10～
11:10）⇒春日大社（11:20～11:50）⇒若草山散策（12:00～12:20）⇒菊一文殊四郎包永にて昼食（12:40
～13:30）⇒西大寺［大茶盛］（14:00～15:00）⇒JR 奈良駅（15:30） 

○主催  株式会社 日本旅行 
 

■申込締切日 

 

             ※ 

申込書到着後、10 月 24 日（月）までに、「請求書・お弁当券」等を送付します。 
（※請求書により申込内容が確認いただけます。） 
 

■お支払い方法 

   請求書が到着次第、合計金額を 10 月 31 日（月）までに下記指定口座までお振込下さい。 
  ○大会専用口座 

金融機関 みずほコーポレート銀行 十五号支店 口座種別 普通 
口座番号 ３１０２４７２ 口座名義 ㈱ 日本旅行 

  ○実行委員会口座 
金融機関 南都銀行 奈良市役所出張所 口座種別 普通 

口座番号 ２０３６８５２ 口座名義 ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会 
ｉｎ奈良実行委員会 委員長中川幾郎 

☆ 領収書が必要な場合は、請求書の備考欄に内容をご記入の上、FAX 又は E-mail にてお知らせ下さ

い。 なお、電話での受付は致しませんので、あらかじめご了承下さい。 
 
■変更・取消 

   お申し込み後、お客様のご都合により変更・取消をされる場合は、1名様につき下記の取消料を申し受けま

す。 
変更・取消のご連絡は、間違い防止のため、FAX 又は E-mail のみの受付となります。お電話での受付は

致しませんのでご了承下さい。 
   取消日によって、取消料は変わります。取消日とは、お客様が当社の営業日・営業時間内に、FAX、

E-mail 又は当社受付サイトにて操作いただきました日とさせていただきます。 
   お申し込み後の取消・変更手数料は以下の通りです。 
 
■取消料 

 11 日前に当

た る 日 以 前

の取消 

10 日前に当

たる 日 以降

の取消 

７日前に当

た る 日 以

降の取消 

前 日

取消 
当 日

取消 
開 始 後 取 消

又 は 無 連 絡

不参加 
11/24 情報交換会・交流会 無料 無料 50％ 80％ 100％ 100％ 
11/25 分科会 無料 無料 無料 無料 100％ 100％ 
11/25 お弁当 無料 無料 無料 50％ 100％ 100％ 
11/26 エクスカーション 

A・B・C コース 無料 無料 無料 無料 100％ 100％ 

11/26 エクスカーション 
D・E コース 無料 無料 20％ 40％ 50％ 100％ 

11/23・24・25・26 宿泊 無料 無料 20％ 20％ 50％ 100％ 
 

JR 奈良駅集合 定員 
30～45 名 

参加費 
9,900 円 

2011 年 10 月 14 日（金）必着 



FAX ＨＰ　https://apollon.nta.co.jp/npo-nara/

ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会in奈良　参加申込書

■お名前・連絡先

住所 〒
□職場 都　道
□自宅 府　県

□行政 □ＮＰＯ □企業 □自治会・町内会

□学生 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※個人情報の取扱い：お預かりしました個人情報は、大会主催者と共有し、大会運営・手配・回答・連絡業務のためのみ利用します。また、大会終了後、一定の期間経過したのちに処分いたします。

 各分科会において参加者名簿を作成し配布する予定ですので、お名前・所属の掲載について、ご了承ください。

■大会プログラム参加申し込み

注：各分科会の申込み状況により、ご希望に添えないことがあります。

■宿泊申し込み

■お弁当申し込み ■エクスカーション申し込み
　ご希望の方は○をお付けください。 　希望するコースの記号に○をお付けください。

※分科会のタイムスケジュール上お弁当の申し込みをお勧めします。

■請求書について
　※特にご指定がなければ、日本旅行の請求書を発行します。

　実行委員会発行の請求書が必要な方は必要な項目にレ点を付けてください。

□分科会費 □弁当代 □交流会費 □エクスカーション代

■支払方法について※大会専用口座への全額振込が原則です。

　支払方法について

　団体名などを請求先として希望する場合などがあればその旨記載ください。

●お申込み先・お問い合せ先
 　ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良宿泊斡旋等委託業務受託者

　株式会社 日本旅行　TiS奈良支店 / 西日本MICE営業部
 「ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム全国大会ｉｎ奈良」受付デスク 担当（長谷川・中井）

　TEL：06-6342-0230　　FAX：06-6342-0232　　E‐mail：mice_gakkai@nta.co.jp
 　〒530-0001 大阪市北区梅田1丁目11番4号 大阪駅前第4ビル5階 営業時間：平日9:45～17:45(土日祝日休み)

　０６－６３４２－０２３２

お名前

平成２３年　　　月　　　日お申込日

性別・年齢ふりがな 所　属

新規・追加・変更・取消

男 ・ 女
　　　才 学生の方は、学校名をご記入ください。

役職・担当

お申込区分 ○印をお付けください。

○

大会特製お弁当・お茶付

緊急連絡先(携帯番号) Ｅメールアドレス
（申込完了通知等のため）

プログラム

基調講演、リレートーク、パネルディスカッション（無料）

情報交換会・交流会（4,000円）

11／24

11／25

11/24(木) 11/25(金)

（金）

参加希望
○をお付けください

ＦＡＸ番号

希望ホテル申込番号

11／26

分科会（3,000円・学生1,000円）
希望する分科会に○印を付けてください

11/23(水)

連絡事項

電話番号

所属分野

なお、人数に限りがありますので、希望者全員が参加出来ない場合があり
ます。予約は申し込み順とさせていただきます。

交流会費支払方法　　　　　　　　　　項目

手話通訳
必要であれば○をお付けください

実行委員会の口座に振込

（木）

記入例 ○

特・１・２・３・４

※レ点のない項目については、
　日本旅行の請求書を発行します。

宿泊日（○印を記入してください。）

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ・ Ｅ

モーニングセミナー（無料）

11／25

（金） ８００円 （土）

エクスカーション代分科会費 弁当代

※それぞれの項目についての支払方法を
選択し、○印を付けてください。

大会専用口座に振込

記入欄

11/26(土)

(市民活動をされてい
る方は)主な活動分野

※宿泊のご予約は、申し込み順
 とさせていただきます。ご希望
 どおり確保できない場合があり
 ますので、ご了承ください。

※備考欄には、宿泊第二希望や
 ツインの場合の同部屋希望者
 などをご記入ください。

備考

2

特・１・２・３・４

第１希望分科会 第２希望分科会

締　切
10/14(金)

必　着



ＮＰＯ活動推進自治体フォーラム　各大会の概要（第１回～第７回）

【第1回】千葉大会　　H16.10.19～20 【第2回】横浜大会　　H.17.11.7～8 【第3回】滋賀大会　　H.18.11.8～9 【第4回】佐賀大会　　H19.11.1～2 【第5回】静岡大会　　H20.11.17～18 【第6回】やまがた大会　　H21.11.10～11 【第7回】島根大会　　H22.11.17～18

１日目：７２０人　　２日目：３４０人 １日目：７００人　　２日目：７５１人 １日目：４７０人　　２日目：３１９人 １日目：３５０人　　２日目：７４０人 １日目：４６０人　　２日目：２９０人 １日目：４４７人　　２日目：３５４人 １日目：約３５０人　　２日目：約２００人

　NPOとの協働の在り方をはじめとした自治
体が直面している課題について議論を深め、
NPOとともに築く２１世紀の地域社会とはどの
ようなものなのか、自治体職員が情報交換、
交流し自治体の様々な施策等を議論し、課題
を明らかにしたうえで、新しいNPOとの協働の
在り方や、国へのアピールを目的に開催す
る。

　自治体、NPO、企業等多様な主体による協
働やNPO活動の活性化により、公共的課題
の解決や、市民の主体的な活動や協働によ
り公共のビジョンや施策、NPOへの支援策を
議論し、「新しい公共」をどのようにつくってい
くか考える。

　全国の自治体職員が、ＮＰＯや企業、市民
と一緒に現在の社会を取り巻く課題を共有
し、自立と協働の自治を構築するために、市
民活動の促進やＮＰＯ等との協働のあり方・
役割分担について議論し、交流を図る。

ＣＳＯや企業等の各セクターと行政とが一緒になって、協
働のあり方及び市民活動の活性化について議論し、「新
しい公共」を考える。

ＮＰＯ活動推進の新たな飛躍に向けて、ＮＰＯ法施行10年
の歩みを振り返りながら、最前線のＮＰＯ等の取組を素材
にして、協働や市民活動センターのあり方などを模索し、
自治体やＮＰＯが現場で直面している様々な課題につい
て、全国の自治体職員、ＮＰＯ、コミュニティ関係者等が議
論を深め、「ＮＰＯとともに創る新たな地域社会」の実現に
向けて、一緒に考える。

「未来に広がる新たな地域社会づくり」というテーマのも
と、ＮＰＯや自治体との関わりにとどまらず、多様な主体と
の協働を模索しながら、企業の社会貢献活動という新た
な切り口も加え、未来につながるＮＰＯ活動の活性化や協
働推進のための方策について考える。

「いきいきとした地域社会の創造をめざして」をテーマに、
ＮＰＯや自治体、企業等との協働を更に発展させるため
に、「人」、「もの」、「資金」、「情報」といった地域の資源を
つなぎ、循環させ、いきいきといた地域社会の創造につな
げるための方策について考える。

NPOとともに築く２１世紀の地域社会
－いま、競い合う時代、NPOとの協働の在り
方を問う－

市民とともに「新しい公共」をつくる
――サブテーマ無し――

（コラボレーションフォーラム）
身近なコミュニティの課題から「新しい公共」
を拓く
－多様な協働の形を通して理解を深める－

市民・ＮＰＯとともに築く自立した地域社会

＜大会テーマ＞
　「新しい公共」を考える
＜サブタイトル＞
ＮＰＯ・企業の皆さんもがばい来てくんしゃい！
※がばい：佐賀県の方言で「とっても」という意味

＜大会テーマ＞
「ＮＰＯとともに創る新たな地域社会」

＜大会テーマ＞
「未来に広がる新たな地域づくり」

＜大会テーマ＞
「いきいきとした地域社会の創造をめざして」

テーマ等 「地域になぜNPOが必要なのか」 「身近な地域の課題から「新しい公共」を拓く」 「市民自治を拓く『協働』に向けて」

「何でも相談室」～あなたの「後悔」と「不満」にお答えしま
す～
大会参加者から申し込み時に相談内容を受け付け、それ
にアドバイザーからコメントしてもらう。

（キーワード）
・協働と新たな公共サービス
・ＮＰＯ法施行10周年

企業のＣＳＲ活動とＮＰＯ、行政とのパートナーシップ
（キーワード）
・企業の社会貢献活動
・多様な主体との協働

地域資源の循環が未来を拓く

登壇者 山岡義典氏
北川正恭氏
林泰義氏（まちづくりプランナー）
コディネーター：前田正子氏（横浜市副市長）

早瀬昇氏（大阪ボランティア協会事務局長、
日本ＮＰＯセンター副代表理事）

早瀬昇氏（大阪ボランティア協会事務局長、日本ＮＰＯセ
ンター副代表理事）
出丸朝代氏（元三重県ＮＰＯ室長）
後房雄氏（市民フォーラム２１・ＮＰＯセンター代表理事）

堀田　力氏（さわやか福祉財団理事長）
川北　秀人氏（ＩＩＨＯＥ〔人と組織と地球のための国際研究
所〕）

鵜尾　雅隆氏（特定非営利活動法人日本ファンドレイジン
グ協会　常務理事・事務局長）

テーマ

NPOとともに築く２１世紀の地域社会
－いま、競い合う時代、NPOとの協働の在り
方を問う－
＜大会テーマに同じ＞

市民とともに「新しい公共」をつくる
――サブテーマ無し――

（コラボレーションフォーラム）
身近なコミュニティの課題から「新しい公共」
を拓く
－多様な協働の形を通して理解を深める－
＜大会テーマに同じ＞

市民・ＮＰＯとともに築く自立した地域社会
＜大会テーマに同じ＞

「協働」及び「市民活動の活性化」のあり方
「ＮＰＯとともに創る新たな地域社会」
＜大会テーマと同じ＞

「多様な主体の連携による地域活性化の方策」
｢地域資源の循環による新たな連携の仕組みづくり～生
活、経済、文化の担い手を生み出す～」

構成

①地域づくりのビジョンや戦略、NPOとの協働
をどう考えているか
②ビジョン実現のために施策をとっているか
③お互いの戦略やビジョンについて感じたこ
と
④最後に一言

①各自治体におけるＮＰＯ活動推進や協働の
位置づけ
②各自治体のＮＰＯ活動推進や協働の具体
的施策
③「新しい公共」づくりに向けての取り組みの
視点と施策

①地方主導の自立した地域経営をどう進め、
その中で市民・ＮＰＯとどのように協働していく
べきか
②協働の取り組みと課題
③魅力ある地域社会の創造に向けて、市民・
ＮＰＯへ期待すること、首長の取り組みへの
決意

①現状認識（自らの取り組み・課題）
②首長はＮＰＯ（ＣＳＯ）への期待を、ＮＰＯ（ＣＳＯ）は行政
への期待を語る
③今後の決意

（キーワード）
・協働と新たな公共サービス
・ＮＰＯ法施行10周年

（キーワード）
≪ＮＰＯ≫
○　地域課題解決のための企業との協働の推進
○　社会的企業の視点を取り入れた事業展開
≪地域活動実践者≫
○　地域再生、地域活性化に向けたＮＰＯの役割
≪行政≫
○　地方自治体に求められるＮＰＯとの連携・協働
とＮＰＯの育成・支援
≪企業≫
○　企業に求められる社会的責任とＮＰＯとの協働
≪大学・研究機関≫
○　大学が有する研究機能や人材養成機能の活用

｢地域資源の循環による新たな連携の仕組みづくり～生
活、経済、文化の担い手を生み出す～」

パネリスト
等

増田寛也氏（岩手県知事）
石川嘉延氏（静岡県知事）
國松善次氏（滋賀県知事）
中田宏氏（横浜市長）
堂本暁子氏（千葉県知事）

古川康氏（佐賀県知事）
堂本暁子氏（千葉県知事）
上田文雄氏（札幌市長）
北脇保之氏（浜松市長）
中田宏氏（横浜市長）

堂本暁子氏（千葉県知事）
橋本大二郎氏（高知県知事）
古川康氏（佐賀県知事）
土屋候保氏（神奈川県大和市長）
嘉田由紀子氏（滋賀県知事）

堂本暁子氏（千葉県知事）
田部眞樹子氏（三重県子どもＮＰＯｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ理事長）
早瀬昇氏（大阪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会事務局長、日本ＮＰＯｾﾝﾀｰ
副代表理事）
前田眞氏（まちづくり支援えひめ代表理事）
古賀桃子氏（ふくおかＮＰＯｾﾝﾀｰ代表）
古川康氏（佐賀県知事）

堂本暁子氏（千葉県知事）
石川 嘉延氏（静岡県知事）
堀田力氏（さわやか福祉財団理事長）
渡部勝氏（ＮＰＯ法人たすけあい名古屋代表理事）
伊井野雄二氏（ＮＰＯ法人赤目の里山を育てる会理事長）
駒崎弘樹氏（ＮＰＯ法人フローレンス代表理事）

渋川　智明（東北公益文科大学 公益学部長）
川北　秀人（IIHOE [人と組織と地球のための国際研究
所] 代表者
齋藤　緑（特定非営利活動法人あらた 代表理事）
出川　真也（山形大学連携推進室 准教授・(特活) 里の自
然文化共育研究所専務理事）
重徳　和彦（総務省(地域力創造グループ)地域政策課 課
長補佐）
小川　理子（ パナソニック株式会社 社会文化グループマ
ネージャー）

パネリスト
　加納尚明（札幌市市民活動協働推進担当課　課長）
　深尾昌峰（龍谷大学　准教授）
　園山土筆（特定非営利活動法人あしぶえ　理事長）
　松原明（特定非営利活動法人シーズ・市民活動を支え
る制度をつくる会　副代表理事）

コメンテーター
　鵜尾雅隆（特定非営利活動法人日本ファンドレイジング
協会　常務理事・事務局長）

コーディネーター 松原明氏（シーズ） 跡田直澄氏（慶応大）
新川達郎氏（同志社大学大学院総合政策科
学研究科　教授）

川副知子氏（佐賀県ＣＳＯ推進機構代表理事） 日詰一幸氏（静岡大学教授）
林泰義（特定非営利活動法人シーズ・市民活動を支える
制度をつくる会　代表理事）

①国、都道府県、市町村、NPOの役割分担は
どうあるべきか
②ＮＰＯ施策の評価手法をどうつくり上げてい
くのか
③より良い地域づくりのための協働の在り方
とは
④ＮＰＯの自立につながる資金提供の仕組み
とは
⑤協働事業として取り組むための自治体の
改革について

①協働を進めるための行政職員の意識改革
②行政のＮＰＯへの財政援助はどこまで行わ
れるべきか
③ 協働事業の提案制度を通じた実践とその
評価のあり方
④「新しい公共」を支えるための関係づくり
（コラボレーションフォーラム）
⑤地域への参画はじめの一歩
⑥地域の多様なネットワーク
⑦「新しい公共」を担う地域の仕組み

①協働を進めるための行政職員の意識改革
（佐賀県）
②行政のＮＰＯへの財政支援のあり方（千葉
県）
③協働事業に対する評価
④地縁型住民組織・ＮＰＯ・行政の新たな連
携
⑤ＮＰＯと行政との協働とは？なぜ今協働が
必要か？

①ＮＰＯと行政の契約積算から精算まで（委託料の積算、
契約内容）（担当：三重県）
②行政のＮＰＯへの財政支援のあり方（担当：千葉県）
③地域を真に元気にする協働とは（担当：福岡県）
④協働をすすめるための行政職員の意識改革（担当：佐
賀県）
⑤公共サービス改革をすすめるにあたって!!（提案型公共
サービス民営化制度、協働化テスト、市場化テスト等）（担
当：佐賀県CSO推進機構）
⑥地縁組織と志縁組織と行政との連携・協働（担当：松山
市）

①ＮＰＯと行政等、多様な主体の連携のしくみ
（担当：愛知県、富士宮市、御殿場市、東部パレット）
②協働の多面的評価のあり方
（担当：三重県、富士市、静岡県建設部）
③より良い協働のための協働事業提案制度
(担当：千葉県、浜松市、藤枝市)
④続・地縁組織と志縁組織と行政との連携・協働
（担当：松山市、三島市、焼津市、静岡県総務部）
⑤市民活動センターの成果とは何か
（担当：静岡市、袋井市、菊川市、中部パレット、西部パ
レット）

①ＮＰＯ支援センターが目指すもの
　～ＮＰＯ支援センターがこれから果たすべき役割を考え
る～
②コミュニティとＮＰＯとの連携に向けた中間支援組織の
役割
　～地縁と志縁との連携に必要となる鍵は～
③企業の社会貢献活動と行政、ＮＰＯとのパートナーシッ
プ
　～企業とＮＰＯのgive and take な関係～
④基礎から学ぶＮＰＯと行政の協働
　～誰のために｢協働｣するのか・・・明日の仕事に活かせ
る理念と実践　～
⑤ＮＰＯと若者が拓く　地域社会の未来
　～若者と語る！　若者の力を地域課題の解決に活かす
ために～

①多様な主体による協働の明日を考えよう！
　～チームづくりから生まれる協働～
②信頼と支援が得られるＮＰＯになるために
　～ステークホルダーの立場からＮＰＯの情報発信を考え
る～
③資金循環で地域を変えよう！
　～ＮＰＯの自立につながる新たな資金循環を目指して～
④より良い協働事業提案制度を考える
　～あなたの地域にぴったりの提案制度がきっと見つかり
ます！～
⑤島根発の「新しい公共」～移送サービスで地域を支える
～
⑥島根発の「新しい公共」
　～過疎・高齢化のすすむ中山間地を<仕組みづくり・魅
力づくり・人づくり>で再生する～
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※　アンダーラ
インの２分科会
については、自
治体ﾌｫｰﾗﾑの２
研究会が主宰
する。
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